
公益財団法人 古紙再生促進センター

紙 リ サ イ ク ル に も っ
と

た
く

さ

ん
の

方 が 参 加 す る 土 台 づ く り 。

Topics

NEWS
　LETTER

公益財団法人 古紙再生促進センター

古紙再生促進センターは紙リサイクルが担うSDGsの6つの目標を設定しました

▍雑がみさまを探せ！ 実施報告

▍令和 8 年度紙リサイクルセミナーについて

公益財団法人 古紙再生促進センター

古紙再生促進センターは紙リサイクルが担うSDGsの6つの目標を設定しました

雑がみを取り巻く

諸課題

行動変容を生む

全国の実践事例

特集：多様な

ステークホルダーとの連携事例

雑がみさまを探せ！事例集
ー　行動変容と連携で進める資源化の実践 　ー

秋季号
令和8年 10月 452 巻 4号





目次
P2 活動報告

P2 雑がみさまを探せ！

P9 紙リサイクルセミナー 開催について

P10 センター日誌

P10 センター日誌　令和8年７月～９月分



実施報告

雑がみさまを探せ！は、「分別してください」ではなく、「探してみよう」という発
想から生まれた「行動変容」を促す啓発プログラムです。啓発チラシや啓発袋をお
渡しし、身の回りにある雑がみを探し出し、回収していただきます。一人ひとりが「雑
がみは資源なんだ」と気付き、分別行動を行う行動変容につなげることを目的として
います。

家庭の中の「雑がみ」にも神様が宿っており、可燃ごみとして捨てられている「雑
がみさま」を皆で探し出して、救出しようというというコンセプトです。あわせて、
リサイクルできない紙類（禁忌品）をイラスト化し、雑がみの分別についての知識を
深めてもらうという事業です。子ども達にも分かりやすいストーリーに沿って、分別
を実施いただくことで、分別習慣の定着を目指しています。
※�本事業は、大阪大学大学院経済学研究科・松村真宏教授（仕掛学）指導の下、当センターと連携した新た

な試みです。

雑がみさまを探せ！とは

コンセプト

児童に配布した啓発資材（啓発チラシ・啓発袋）
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※新聞・雑誌・段ボール・紙パック以外の紙類を、「雑がみ」と表現しています。
名称や対象品目、分別・排出方法は自治体によって異なりますので、お住まいの自治体のルールに従ってください。

なぜ、いま「雑がみ」に着目するのか
小さな「気づき」が、資源循環を変えていく
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実 施 日

実施場所

ご 協 力

概 要

実
施
概
要

こども霞が関見学デー

実施報告

2026年7月29日（水）・30日（木）
各府省庁
こどもエコクラブ全国事務局（公益財団法人日本環境協会）

各府省庁等は、子供たちに広く社会を知ってもらうこと、政府

の施策に対する理解を深めてもらうこと等を目的に「こども霞

が関見学デー」を開催しました。環境省のプログラムの一つと

して、こどもエコクラブ全国事務局と連携し、雑がみの分別を

楽しく学べる体験型プログラム「ザッツ・雑がみ」を実施しまし

た。
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実 施 日

実施場所

ご 協 力

概 要

実
施
概
要

環境広場さっぽろ2026

実施報告

2026年8月1日（土）・2日（日）
大和ハウス プレミストドーム
札幌市
札幌市と協力してブース運営を行い、古紙の分別体験を通じ

て「雑がみ」のリサイクルを呼びかける啓発活動を実施しまし

た。今回の出展は、札幌市と古紙センターが締結している「雑

がみリサイクル促進に向けた啓発事業の実施に関する覚書」

に基づく連携の一環で、多くの人に楽しみながら雑がみの分

別について学んでいただきました。
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実 施 日

実施場所

ご 協 力

概 要

実
施
概
要

SAGAものスゴフェスタ

実施報告

2026年8月22日（土）・23日（日）
SAGAアリーナ
古紙再生促進センター九州地区委員会・株式会社HiBee
会場では、家族連れを中心とした来場者に、古紙分別ゲーム
を通じて古紙の分別を体験していただきました。身近な紙がど
のように分別され、資源としてリサイクルされるのかを、楽し
みながら学べる内容としました。当センターのブースにも約
1,500名が参加し、身近な紙の分別について考える機会とな
りました。
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実 施 日

実施場所

ご 協 力

概 要

実
施
概
要

第37回 廃棄物資源循環学会
研究発表会・市民展示

実施報告

9月14日（月）～17日（木）
札幌市地下歩行空間（チカホ）・北海道大学
古紙再生促進センター北海道地区委員会
9月14日・15日は札幌市地下歩行空間（チカホ）で開催され
たイベント、9月16日・17日は北海道大学で開催された研究
発表会および市民展示に参加し、ポスター展示や啓発資材の
配布を行いました。市民から研究者・専門家まで、異なる立場
の方々と交流することで、多様なステークホルダーとの新た
な接点をつくる機会となりました。
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古紙再生促進センターでは、「雑がみさまを探せ！」の活動実績を
とりまとめた事例集を発行しています。右の二次元コードから確認す
ることができますので、ぜひご覧ください。

事例集
はこちら

事例集

 

01 北海道リサイクル 　ペーパーフェア… P6

02 あおもり環境フェスタ ……… P603 いちのせき産業まつり商工祭…  P704 みやぎ生活協同組合 ……… P705 仙台市エコフェスタ ………… P806 やまがた環境展2025 ……… P807 ふくしまSDGｓ未来博 ……… P908 新入社員への古紙研修 …… P9
09 荒川区立尾久西小学校 …… P1010  さいたま県庁オープンデー … P1111 川口市立桜町小学校 ……… P1112 Chiba Winter Fes 2026 …… P1213 ラグビーリーグワン　 NECグリーンロケッツ東葛　 ホストゲーム………………… P1214 エコプロ2025 ……………… P1315 木更津オーガニック 　シティフェスティバル………… P1416 加茂市立石川小学校 ……… P14

17 震災復興いしかわ小中学生　 リフレッシュスポーツ祭………………… P1519 金沢市内保育所・こども園・幼稚園…… P1620 名古屋市との協定 …………………… P1721 王子杯争奪少年野球大会 …………… P1822 ごみ減量フェスティバル　 ガレージセール・イン・OSAKA TOWN… P1823 芦屋市環境フェスタ …………………… P19

25 こどもエコクラブとの連携…………P2026 北九州エコライフステージ ………P2127 株式会社イワフチ 工場見学 ……P2128 佐賀大学本庄キャンパス…………P22

 24 高松市立高松第一小学校・中学校… P19
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東北
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地域循環共生社会づくりモデルを目指してつながることで、循環は広がる
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日時

場所

実施
内容

回収された雑がみを確認する

と、異物の混入がほとんどな

く、分別がしっかり行き届い

ていることに驚きました。事前の周知や

継続的な取り組みの積み重ねが、着実に

行動へとつながっていると実感していま

す。意識の高まりを現場で感じられたこ

とが大きな成果でした。

ブースには多くの方が立ち寄

り、分別ゲームをきっかけに

自然と会話が広がりました。

説明を重ねる中で、「知らなかった」「やっ

てみる」といった前向きな反応を直接感

じることができました。来場者とのやり

取りを通じて、雑がみ回収への意識づけ

につながる手応えを得ています。

2025 年 11 月 3日（月）潮浜公園
ブース出展、分別ゲーム、啓発物配布

木更津オーガニックシティフェスティバル�
協力：株式会社佐久間

来場者との対話を通じて、雑がみ分別をより身近に

木更津オーガニックシティフェスティバルでは、「雑がみさまを探せ！」の配布に加え、分別ゲームを

通じてリサイクルの流れを紹介しました。約 350 名が参加し、理解と関心を引き出した実践的な取り

組みです。

日時

場所

実施
内容

加茂市立石川小学校�

協力：株式会社西國商店

学校と地域がつながり、回収の輪を広げる取り組み

石川小学校では年 3 回の啓発袋配布にあわせ、家庭で集めた雑がみを拠点回収で受け入れました。

市と連携し、ドライブスルー方式を導入することで参加しやすさも向上。地域ぐるみで取り組む仕組み

づくりにつながった事例です。

2025 年 7月・11 月、
2026 年 3月
加茂市立石川小学校年 3回にわたって啓発袋を

配布、回収コンテナを利用

し拠点回収を実施

1414
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VOICE

FEATURE POINT

日時

場所

実施
内容

東京都

協力：跡見学園女子大学

大学と連携し、学生とと
もにブース運営を行いま

した。来場者への説明も
学生が主体的に担い、対

話を通じて理解が深まっ
ていく様子を実感してい

ます。さらにAI アプリを
取り入れることで、分別の

イメー

ジをより具体的に伝える
ことができました。新し

い啓発の

手応えを感じています。

大学との連携を軸に、教
育と実践を結びつけた点

が本取り

組みのポイントです。ゼ
ミの学生と協働し、来場

者へ雑が

み分別の手法や意義を直接
発信。さらにAI アプリも

活用す

ることで、学びと技術を
掛け合わせた新しい啓発

の形を提

示しました。次世代の担
い手とともに進める啓発

のモデル

ケースです。

2025 年 12 月 10 日（水
）

～ 12 日（金）

東京ビッグサイト

跡見学園女子大学の安藤
教

授のゼミと協働でブース
を

出展

エコプロ2025

産学連携で、雑がみ分別に
新たな視点を

エコプロ 2025 では、
跡見学園女子大学と連携

し、「雑がみさまを探せ
！」の配布とあわせて、

AI アプ

リ「ECOPON（エコポ
ン）」※を活用した分別

方法やその意義を発信し
ました。専門的な知見と

新しい

ツールを通じて理解を深
めた取り組みです。

14

※ �ECOPON（エコポン
）は跡見学園女子大学・

安藤教授らが

開発した雑がみ分別を支
援する AI アプリケーシ

ョンです。

エコプロ2025の様子
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VOICE

VOICE

青森県

北海道

02

01

ブースには
幅広い世代

の方が

立ち寄り、
「これも雑

がみにな

るんだ」と
いった気づ

きの声

が多く聞か
れました。

展示や啓発
物を

きっかけに
、楽しみな

がら理解が
深まっ

ていく手応
えを感じて

います。環
境フェ

アは関心を
行動につな

げる絶好の
機会。

ぜひ各地域
でも活用し

てみてくだ
さい。

日時

場所

実施
内容

日時

場所

実施
内容

あおもり環
境フェスタ

�

協力：株式
会社伸和産

業

イベントを楽
しみながら

、

雑がみリサ
イクルをぐ

っと身近に

あおもり環
境フェスタ

では、古紙
リサイクル

の展示や「
雑がみさま

を探せ！」
の啓発物配

布を通じて
周

知を図りま
した。2 日

間で約 30
0 名がブー

スを訪れ、
気軽に学び

ながら関心
を高めた取

り組みです
。

会場では「
えっ、これ

も雑が

み？」と驚
く声があち

こちで

上がり、大
人も子ども

も夢中

に。啓発袋
や紙漉き体

験をきっか
けに、

分別が “自
分ごと ”に

変わる瞬間
を実感

しました。
雑がみ回収

の広げ方や
企画づ

くりなど、
自治体の皆

さまと一緒
に盛り

上げていけ
たらうれし

いです。

2025 年 9
月 20 日（

土）

10：00 ～
15：00

旭川市大雪
アリーナ

「雑がみさ
まを探せ！

」

啓発物の配
布、

紙漉き体験
コーナー、

古紙分別コ
ーナー

2025 年 1
0 月 18 日

（土）・

19 日（日
）

青森産業会
館

古紙リサイ
クル啓発展

示、

「雑がみさ
まを探せ！

」

啓発物の配
布

北海道リサ
イクルペー

パーフェア

「雑がみ」
、ちゃんと分

別できてい
ますか？

――そんな
問いかけ

から始ま
ったリサ

イクルペ
ーパーフ

ェア。雑が
み回収促

進企画「雑
がみさま

を探

せ！」の袋
やチラシを

配布し、紙
漉き体験も

実施しまし
た。多くの

来場者が参
加し、楽し

みながら古
紙

利用を学ぶ
一日に。思

わず取り入
れたくなる

工夫が詰ま
った取り組

みです。
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月 日 会議名 主要議題

7
月

8日
（水）

北海道
地区
委員会

❶�古紙共販集計表について
❷�古紙需給動向について
❸�古紙消費実績と計画対比表について
❹�令和8年7月～12月古紙消費計画について
❺�北海道商組の古紙仕入・出荷・在庫量調査

表について
❻�古紙の消費量と在庫量の推移
❼�情報交換
❽�その他
　・�令和8年度集団回収感謝状贈呈式について
　・�第3回地区委員会の開催地について
　・�その他
　 （わくわく環境未来フェスについて）

9日
（木）

九州地区
委員会

（Ｗｅｂ会
議システ
ム併用）

❶�令和8年6月～7月の九州地区古紙需給状
況及び品質について

❷�今後の事業等の開催予定
　・�出前授業について
　　6月8日（月）
　　佐賀県武雄市立御船ヶ丘小学校
　　6月26日（金）
　　佐賀県小城市立桜岡小学校
　・�SAGAものスゴフェスタ12
　　8月22日・23日
　　SAGAアリーナ（佐賀県）
❸�その他

14日
（火）

第1回
国際
委員会

（Ｗｅｂ会
議システ
ム併用）

❶�委員長および副委員長の選任について
❷�古紙需給の現状及び見通しに関する情報交換
　・�古紙発生の現状及び見通し報告
　・�国内製紙会社の古紙消費の現状及び見通

し報告
　・�古紙輸出に関するトピックス及び見通し報告
❸�その他
　・�雑がみさまを探せ！啓発資材無料提供のご案内
　・�名古屋市との協定締結および札幌市との

連携覚書締結について
　・�パッケージトレンドトピックス（第4号）
　・�日本包装技術協会との共催セミナー開催報告
　・�次回のスケジュール

月 日 会議名 主要議題

7
月

17日
（金）

中・四国
地区
委員会

（Ｗｅｂ会
議システ
ム併用）

❶�製紙メーカー生産状況・古紙入荷状況
❷�各地区の古紙市況報告
❸�質疑応答
❹�古紙品質について
❺�事務局からの説明
　・�次回の中・四国地区委員会開催日程について

第1回
新潟分会

❶�古紙需給報告
❷�令和8年度集団回収団体顕彰事業について
❸�新潟分会事業について
❹�その他
　・�雑がみから始まる資源循環の新たな可能性
　 �―全原連50周年に向けた循環の進化と挑戦―

22日
（水）

近畿地区
委員会

❶�古紙の需給・市況動向について
❷�今後の近畿地区委員会の開催予定

24日
（金）

東北地区
委員会

❶�業務委員会報告
❷�関東地区委員会報告
❸�古紙の需給・市況動向について
❹�センター本部からの連絡事項
❺�その他
　・集団回収感謝状交付式について（案）
　・仙台エコフェスタ2026参加について
　・秋の移動例会日程、場所について

27日
（月）

7月度
常任
理事会

❶�紙リサイクルセミナーについて
❷�最近のトピックス
　・�紙リサイクル出前授業の実績について
　・�全国小中学生“紙リサイクル"コンテスト

2026の募集開始について
　・�簡易法による輸出入に伴う梱包材
　 （段ボール）量推定の推移
❸�国債の保有状況について
❹�令和7年度第4回業務委員会議事次第について
❺�その他
　・�今後のスケジュールについて

第4回
業務
委員会

（Ｗｅｂ会
議システ
ム併用）

❶�各地区の古紙の需給・市況動向について
❷�2026年7月～12月段ボール・新聞・雑誌の

消費計画について
❸�紙リサイクルセミナーについて
❹�令和8年度自治体の新人廃棄物担当者向

け研修
❺�パッケージトレンドトピックス
❻�その他
　・�今後の業務委員会等の開催予定

令和8年度 センター日誌 7〜9月分
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月 日 会議名 主要議題

7
月

30日
（木）

関東地区
委員会

❶�古紙需給動向（古紙問屋）
❷�古紙及び製品需給動向（製紙会社）
❸�古紙品質トラブル報告
❹�2026年4月～6月消費実績、2026年7～

12月消費計画
❺�その他
　○令和8年度「紙リサイクルセミナー」
　　開催日時：	10月16日（金）
　　	 13:30～16:30
　　場　　所：	星陵会館ホール
　　講 演 者：�	学校法人近畿大学
	 経済学部経済学科
　	 准教授　石村 雄一
	 株式会社石川マテリアル
	 代表取締役社長 石川 喜一朗
　	 株式会社イワフチ　
	 代表取締役社長　岩渕 慶太
　○紙リサイクル研修会
　　�令和8年度自治体の新人廃棄物担当者

向け研修
　　2027年3月末まで録画配信中
　　プログラム（約100分間）
　　・�� 「紙リサイクルの基礎知識」
　 　当センター業務部業務課担当課長
　 　濱野彰吾
　　・�質疑応答
　○関係団体主催の会合等に出席（報告）
　　  7月  7日（火）
　　日本製紙連合会
　　「第4回 プロジェクト-P推進協議会」
　　  7月  9日（木）
　　全国製紙原料商工組合連合会
　○紙リサイクル出前授業（予定）
　　  8月  4日（火）
　　世田谷区松原まちづくりセンター
　　  8月27日（木）川口市立東領家小学校
　　  9月  9日（水）横浜市立一本松小学校
　　  9月29日（火）足立区立弥生小学校
　　10月  6日（火）千葉市立小谷小学校
　　10月15日（木）足立区立桜花小学校
　○今後の関東地区委員会の開催予定

月 日 会議名 主要議題

8
月

20日
（木）

中部地区
委員会
東海分会

❶�古紙需給市況動向
❷�令和8年度集団回収実施団体への感謝状

贈呈について
❸�出前授業中間報告について
❹�「雑がみさまをさがせ」について
❺�その他
　・�紙リサイクルコンテスト2026
　・�名古屋市施設見学会
　・�今後の中部地区委員会東海分会の開催 

予定

25日
（火）

静岡地区
委員会

❶�古紙の需給・市況動向について
　古紙の市況動向・品質状況報告
❷�事務局からの連絡事項
　○広報事業について
　　・�紙リサイクル出前授業の今後の計画
　　・�雑がみ分別・回収啓発促進活動
　　・�ものづくり力交流フェア2027について
　○地区事業について
❸�地区事業について
　・�10月16日・17日研修会について
❹�その他
　・�令和8年7月～12月の段ボール・新聞・
　 雑誌の消費計画について
　・�令和8年度紙リサイクルセミナーについて
　・�紙リサイクル研修会について
　・�集団回収感謝状贈呈について
　・�今後の静岡地区委員会の開催予定
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月 日 会議名 主要議題

9
月

11日
（金）

中・四国
地区
委員会

❶�製紙メーカー生産状況・古紙入荷状況
❷�各地区の古紙市況報告
❸�質疑応答
❹�事務局からの説明

16日
（水）

関東地区
委員会

❶�古紙需給動向（古紙問屋）
❷�古紙及び製品需給動向（製紙会社）
❸�古紙品質トラブル報告
❹�集団回収実施団体への感謝状贈呈につい

て（新潟分会）
❺�その他
　○GOOD LIFEフェア2026出展
　　開催日時：	9月25日（金）～27日（日）
　　場　　所：	東京ビッグサイト 
	 西4ホール
	 ブース番号：2E-71
　○令和8年度「紙リサイクルセミナー」
　　開催日時：	10月16日（金）
	 13:30～16:30
　　場　　所：	星陵会館ホール
　　講 演 者：	 学校法人近畿大学 
	 経済学部経済学科
	 准教授　石村 雄一
	 株式会社石川マテリアル
	 代表取締役社長
	 石川 喜一朗
	 株式会社イワフチ
	 代表取締役　岩渕 慶太
　○紙リサイクル出前授業（予定）
　　  9月29日（火）
　　　足立区立弥生小学校
　　10月  6日（火）
　　　千葉市立小谷小学校
　　10月  8日（木）
　　　朝霞市立朝霞第一小学校
　　10月15日（木）
　　　足立区立桜花小学校、
　　　川越市立高階小学校
　　11月18日（水）
　　　関東学院小学校
　○今後の関東地区委員会の開催予定

月 日 会議名 主要議題

9
月

18日
（金）

北海道
地区
委員会

❶�古紙共販集計表について
❷�古紙需給動向について
❸�古紙消費実績と計画対比表について
❹�令和8年7月～12月古紙消費計画について
❺�北海道商組の古紙仕入・出荷・在庫量調査

表について
❻�古紙の消費量と在庫量の推移
❼�情報交換
❽�その他
　・�各種イベント参加報告
　・�その他

29日
（火）

近畿地区
委員会

❶�古紙の需給・市況動向について
❷�今後の近畿地区委員会の開催予定

30日
（水）

第28回
家庭紙
委員会

（Ｗｅｂ会
議システ
ム併用）

❶�古紙入荷・消費・在庫（2026年5月～7月）
　古紙地域別入荷（同上）
❷�古紙の需給の現状及び見通しに関する意

見交換
　�古紙発生の現状、見通し、古紙輸出、トピッ

クス等
　メーカー消費の現状及び見通し
❸�古紙の品質に関する情報交換
　メーカーでの品質トラブル、禁忌品報告
❹�その他
　・�令和8年度「紙リサイクルセミナー」につ

いて（10月16日（金）開催）
　・�今後の家庭紙委員会の開催予定
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地区 郵便番号 所在地 電話番号 FAX 番号

北 海 道 060-0002 札幌市中央区北二条西2丁目
リージェントビル5階 011（271）1551 011（232）0017

東 　 北 980-6003
仙台市青葉区中央4－6－1　
住友生命仙台中央ビル3階
日本紙パルプ商事（株）北日本支社内

022（225）3359 022（261）4522

関 　 東 104-0042 東京都中央区入船3丁目10番9号　
新富町ビル4階 03（3537）6822 03（3537）6823

静 　 岡 417-0818 富士市末広20番地6　
静岡県富士工業技術支援センター内 0545（35）5270 0545（35）5026

中 　 部 450-0002 名古屋市中村区名駅3丁目25番9号　
堀内ビル7階 052（582）1836 052（581）6943

近 　 畿 541-0052
大阪市中央区安土町1丁目7番13号　
トヤマビル7階　
日本製紙連合会関西支部内

06（6262）6315 06（6262）6316

中・ 四 国 799-0492 四国中央市三島紙屋町2番60号　
大王製紙（株）内 090（9019）2059

九 　 州 866-0896 八代市日置町320-2　1号棟101号室 0965（37）8217 0965（37）8218

本号は今年度に実施した「雑がみさまを探せ！」の実績報告と事例集について紹介しました。
本事業は、雑がみの認知度向上と分別習慣形成を目的として、雑がみ啓発袋を提供し、家庭や
学校で実際に雑がみを集めていただく事業です。実際に雑がみを探して集めるという体験を通じ
て、一人ひとりの行動変更を目的とした取り組みです。様 な々ステークホルダーとの連携や環境フェ
ア・イベントなどでの出展の様子を取りまとめましたので、ぜひご覧ください。

また、本号では 10 月に開催される紙リサイクルセミナーについても紹介しています。こちらも行
動変容を軸に様 な々観点から紙リサイクルを考え、全国各地で実施した事例の一部を紹介してお
りますので、ご覧ください。 

（武田）



公益財団法人 古紙再生促進センター

紙 リ サ イ ク ル に も っ

と
た

く
さ

ん
の

方 が 参 加 す る 土 台 づ く り 。

Topics

NEWS
　LETTER

公益財団法人 古紙再生促進センター

古紙再生促進センターは紙リサイクルが担うSDGsの6つの目標を設定しました


